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～　写真は世の中を、四角に切るとる行為　～
構図   被写体（撮るもの）をどこに置くかと言うこと。
日の丸構図
この写真は写真全体の中央に被写体が来ていて安定感がある。様々な記録撮影用には向いているが、月並みな写真になりがち。
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３分割構図（黄金比分割構図）
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図の赤い点にテーマとなる被写体を置く。黄金分割比(約1:1.6)に近くバランスの良い位置に被写体を置くことが出来る。構図に迷ったらまずはこれ！
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フレーミング（トリミング）
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縦位置と横位置で全く違った印象になります。わざと斜め位置のフレーミングを使うのも面白いかも。
アングル　と　ポジション
場所が決まったらテーマに併せてアングルとポジションを考える。
同じテーマでもアングルとポジションによって違った写真になってしまう。 
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光
常に光りを意識すべし！
写真は平面なので、いかに立体的に描写するか、奥行きを感じさせるかは「光」が重要！
順光(太陽を背にして撮る)、逆光（太陽に向かって撮る）、斜光といった光の当て方で違った写真になる。また、快晴、曇天、雨天といった天気によっても全く違った印象になることがある。晴れて日差しが強い場合は、陰がどうなるかも考慮に入れる必要がある。曇天の場合は柔らかな印象になり、撮り易い。
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· 写真集をイメージして撮ろう
· 物語のように構成を考えよう
· デジタルなのだから、撮って撮って撮りまくろう！
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写真の空間を生かす撮影は空間を作らない練習をすると感覚がつかめる


写真は自己表現です。表現を重視するなら、主役、脇役、背景といった被写体の要素や、構図といった全体の構成に関係する点も、意識して撮影しなければなりません。自然に体が覚える様に段階を経て、表現力をアップする練習をしましょう。
＜ 表現力アップの為の基礎段階 ＞
・第１Ｓｔｅｐ
　　・主役を明確に決める
　　・背景の入れ具合を整える
・第２Ｓｔｅｐ
　　・主役の切り取り方（大きさや範囲）を決める
　　・主役のアングルを決める
・第３Ｓｔｅｐ
　　・背景で主役を目立たせる
　　・脇役を入れたり外したり
・第４Ｓｔｅｐ
　　・何となく決まってる感じ（構図に相当）で撮る
　　・決まっている感じを、少し崩して撮る
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デジカメ撮影　基本講座資料





構図を考えよう！
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